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【はじめに】
高齢になることにより、純音聴力閾値の低下の他にも、時間分解能の低下も生じ、例えば
早口語音の聴取が困難になるなど、言語音聴取に影響をもたらすことが知られている。しか
し、言語音聴取に与える影響を、時間分解能の測定によって評価する方法については明らか
になっていないことが多い。
時間分解能と言語音聴取について、矢崎（2012）は GINテストを前期高齢者に対して行
い、「雑音下の語音聴取では、GINテストで測定している時間分解能は大きな役割を果たし
ていない可能性」を報告している。また、安ら（2012）は、刺激音/i/＋/si/を用いて、先
行母音/i/と無声摩擦音/s/の間の無音区間長を変化させると、「時間分解能低下に伴い子音
知覚変化が増加する」と報告している。
そこで、今回、非言語音による時間分解能検査である GINテストと、安らの研究で用い
られた言語音の時間情報を変化させた時の知覚変化とを検討したので報告する。
【方法】

1）対象
左右双方の聴力が正常～40dBで、最高語音明瞭度（語明）が 85％以上である 65歳～80

歳の高齢者 14名。比較のため、聴力、語明、耳科的な考慮事項がない大学生 10名による若
年群を設けた。
2）刺激音
非言語音を用いた時間分解能の評価法として、GINテスト（Musiek, 2005）を用いた。
言語音における時間分解能の測定として、/a/＋/ta/を用い、/a/と/ta/の中間にある無音
区間長を 100％から 10％刻みで 1/10の長さまで圧縮した「無音区間長変化音」と、/t/を
100％から 10％刻みで 1/10の長さまで圧縮した「子音長変化音」を作成した。
3）提示方法と評価方法

GINテストは、Musiekが示す手法によって実施し、各対象者の閾値を求めた。
「無音区間長変化音」「子音長変化音」ともに圧縮率が異なる刺激音をランダムに提示し、

2回の試行で子音知覚の変化が起きた圧縮率の平均値を対象者の閾値とした。対象者によっ
ては圧縮によって、子音知覚が 2段階で変化する場合があり、この場合は、1回目閾値と 2

回目閾値それぞれを記録した。
【結果】

1）GINテストでの gap検出閾値の平均は、高齢群は平均 7.9ms（SD 2.5）と、若年群の平
均 4.2ms（SD 0.6）と比較して 0.01％水準で有意に劣っていた（Table 1）。
2）無音区間長変化音では、高齢群全例で 70～40％圧縮で子音知覚の変化（閾値）が見られ、
さらに 50～10％圧縮で 2回目閾値を観察した。一方で、若年群は 10名中 6名で閾値がな
く、無音区間長を変化させても子音の知覚（聴取）に影響がなかった。他の 4名は 40～10

％圧縮で 1回目閾値が得られた。
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3）子音長変化音では、高齢群、若年群ともに子音知覚が変化したのは全体の 2割であり、
両群ともに子音知覚への影響は同じ傾向であった。
【考察】

1）gap検出閾値と平均聴力
高齢群において、聴力正常例でも gap検出閾値が低下している被験者があり、また軽度
ながら聴力低下例でも gap閾値が若年群と同様の被験者がいた。平均聴力閾値との相関は
0.51であり（Fig.1）、高齢者の高い周波数に対する閾値低下との相関を考え、各周波数ごと
に gap検出閾値との相関を検討したが有用な結果を得られなかった。
2）最高語音明瞭度と gap検出閾値
高齢群の最高語音明瞭度は平均 95.7％（SD 4.2）であり、95～100％を得た被験者であっ
ても gap検出閾値が 12msの場合もあるなど、単音節の明瞭度のみでは時間分解能の評価を
行うことが困難であることが示唆された。
3）gap検出閾値と無音区間長変化音の子音知覚変化について

GINテストによる非言語音を用いた時間分解能閾値と、言語音を用いた無音区間長変化
音の子音知覚変化の閾値を比較したところ、gap検出閾値が若年群と同じ程度の被験者であ
っても無音区間長変化音の閾値が上昇しており、相関関係を観察できなかった。非言語音の
時間分解能と、言語音の時間情報は聴覚情報処理のスキームが異なることが伺われた
（Fig.2）。

4）子音長変化音の結果について
今回、使用した子音自体の長さが極めて短いものであったため、時間分解能の評価法とし
ては不適切であった。このため、群間比較やは他の閾値等との検討は行わなかった。
【まとめ】
高齢者の言語コミュニケーション能力を評価する際、裸耳聴力と単音による語音明瞭度の
評価が臨床的に行われているが、今回、対象とした高齢者群ではこれらが大きく劣っていな
いにも関わらず、非言語音、言語音の時間的処理が低下していること、低下の様態は非言語
音、言語音で異なることが伺われ、今後、さらに加齢と時間情報処理との関係性と日常の音
声コミュニケーションへの影響を調査する必要があることが示唆された。
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